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は 

じ 

め 

に

　

明
治
四
年
（
一
八
七
〇
）
七
月
、
い
わ
ゆ
る
廃
藩
置
県
の
詔
が
発
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
全
国
の
藩
と
と
も
に
藩
知
事
も
廃
止
さ
れ
、
彼
ら
は
漸
次
東
京
に

移
住
し
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
越
前
福
井
藩
知
事
で
あ
っ
た
松
平
茂
昭

（
一
八
三
六
―
一
八
九
〇
）
も
廃
藩
後
の
九
月
に
上
京
し
十
一
月
に
は
居
を
濱
町

蠣
殻
町
（
現
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
）
に
構
え
た（

１
）。

そ
の
後
、
家
政
機
構
も
整

備
さ
れ
、
茂
昭
と
そ
の
家
族
を
核
と
す
る
旧
越
前
福
井
藩
主
松
平
家
（
以
下
、

越
前
松
平
家
と
記
す
）
が
成
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
十
七
年
七
月
に
華
族
令
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
茂
昭
は
伯
爵
に
叙

せ
ら
れ
た
。
二
十
一
年
一
月
に
養
父
慶
永
（
春
嶽
）
の
勲
功
に
よ
り
茂
昭
が
侯

爵
に
陞
爵
す
る
と
こ
の
家
は
特
に
「
松
平
侯
爵
家
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

る
。
二
十
三
年
六
月
に
慶
永
が
、
翌
月
に
茂
昭
が
相
次
い
で
死
去
す
る
と
、
跡

を
茂
昭
の
実
子
の
康
荘（
一
八
六
七
―
一
九
三
〇
）が
襲
い
、昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）

に
康
荘
が
亡
く
な
る
と
康
荘
の
子
の
康
昌
（
一
八
九
三
―
一
九
五
七
）
が
侯
爵
家

を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
慶
永
の
実
子
で
あ
る
慶
民
（
一
八
八
二
―
一
九
四
八
）
は
明
治
三
十
九
年

に
父
慶
永
の
勲
功
に
よ
っ
て
特
に
子
爵
に
叙
せ
ら
れ
、
越
前
松
平
家
の
分
家
と

な
る
新
た
な
一
家
を
興
し
た
。

　

一
方
、い
わ
ゆ
る
「
越
前
家
」
と
称
さ
れ
る
八
家
（
福
井
・
津
山
・
松
江
・
明
石
・

前
橋
・
糸
魚
川
・
広
瀬
・
母
里
）
は
右
大
臣
岩
倉
具
視
の
構
想
に
よ
る
「
部
長

局
―
宗
族
制
」
の
影
響
も
あ
り
、
少
な
く
と
も
慶
永
の
存
命
中
は
「
一
族
」
と

し
て
結
束
を
固
め
て
い
た
。

　

小
論
で
は
以
上
の
よ
う
な
越
前
松
平
家
の
家
と
そ
の
「
一
族
」
に
か
か
わ
る

史
料
三
点
を
紹
介
す
る
。

【
史
料
紹
介
】
旧
越
前
福
井
藩
主
松
平
家
の
家
と
「
一
族
」

久
　
保
　
正
　
明
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旧
越
前
福
井
藩
主
松
平
家
の
家
と
「
一
族
」

　
　
　

一　

旧
越
前
福
井
藩
主
松
平
家

【
史
料
一
】　

松
平
家
々
務
章
程
並
諸
規
則
録
（
福
井
県
立
図
書
館
寄
託
「
松
平

文
庫
」、
分
類
番
号
五
八
四
、
仮
四
一
六
）

「〔
表
紙
〕

　
　
　
　
　

松
平
家
々
務
章
程
并
諸
規
則
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　

松
平
家
々
務
章
程

戸
主 

　

第
一
条

一　

華
族
一
般
ノ
勅
諭
ヲ
遵
奉
シ
其
本
分
ヲ
尽
ス
事

　

第
二
条

一　

 

宗
家
徳
川
氏
ヲ
尊
敬
シ
テ
輔
翼
ス
ヘ
シ
、
随
テ
一
族
ヲ
輯
睦
シ
家
政
ノ
要

用
ニ
関
ス
ル
大
事
件
ハ
協
議
ス
ヘ
キ
事

　

第
三
条

一　

家
令
以
下
ヲ
統
率
シ
一
家
ノ
事
務
ヲ
総
判
ス
ル
事

　

第
四
条

一　

官
令
公
達
ヲ
会
得
シ
公
務
ノ
支
障
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
事

　

第
五
条

一　

歳
時
ノ
祭
典
ヲ
挙
行
シ
先
塋
ノ
保
護
ヲ
為
ス
事

　

第
六
条　

一　

毎
日
午
前
家
務
所
ニ
臨
席
シ
家
務
議
決
捺
印
シ
テ
家
令
ニ
付
ス
ル
事

　

第
七
条

一　

 

歳
入
ヲ
予
算
シ
歳
出
ノ
額
ヲ
定
メ
及
月
々
精
算
簿
ニ
捺
印
シ
家
令
ニ
付
ス

ル
事

　

第
八
条

一　

 

定
規
ニ
ア
ラ
サ
ル
支
出
拾
円
以
上
ノ
分
ハ
専
行
セ
ス
、
家
令
ニ
商
議
ヲ
遂

ル
事

　

第
九
条

一　

諸
会
社
ヘ
加
入
シ
又
ハ
金
銀
貸
借
ノ
約
定
ヲ
致
サ
ヽ
ル
事

　

第
十
条

一　

 

重
要
ノ
事
件
又
ハ
議
定
シ
難
キ
事
件
ハ
依
頼
人
ニ
商
議
ヲ
経
テ
処
分
ス
ル
事

家
令

　

第
一
条

一　

 

戸
主
ヲ
輔
翼
シ
戸
主
ノ
指
示
ヲ
受
ケ
内
外
一
切
ノ
事
務
ヲ
担
当
シ
戸
主
事

故
ア
ル
時
ハ
代
理
ス
ル
事

　

第
二
条

一　

各
事
務
ヲ
監
督
シ
諸
員
ノ
能
否
ヲ
具
状
ス
ル
事

　

第
三
条

一　
 

定
規
ア
ル
事
件
ハ
遵
奉
履
行
シ
定
規
ナ
キ
事
件
ハ
考
案
ヲ
具
シ
決
ヲ
請
フ
事

　

第
四
条

一　

官
令
ヲ
了
知
シ
華
族
ノ
義
務
ヲ
解
得
シ
欠
漏
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
事
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第
五
条

一　

定
規
ノ
祭
典
ヲ
奉
行
シ
且
先
塋
保
護
ノ
処
置
ヲ
為
ス
事

　

第
六
条

一　

重
器
典
籍
ヲ
保
存
シ
乾
爆
検
査
取
締
ヲ
為
ス
事

　

第
七
条

一　

歳
入
ヲ
予
算
シ
経
費
ヲ
予
定
シ
準
備
金
ヲ
保
存
ス
ル
事

　

第
八
条

一　

月
給
其
他
既
定
ノ
仕
払
ヲ
為
ス
事

　

第
九
条

一　

 

毎
月
詳
明
ナ
ル
出
納
表
物
品
受
払
等
ノ
諸
表
ヲ
領
収
シ
検
査
調
印
ノ
上
稟

呈
ス
ル
事

　

第
十
条

一　

 

定
規
ア
ル
支
出
一
廉
拾
円
以
下
ハ
専
行
ス
ヘ
キ
、
拾
円
以
上
廉
ハ
総
テ
稟

呈
ヲ
経
テ
執
行
ス
ル
事

　

第
十
一
条

一　

 

公
務
及
交
際
ノ
義
務
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
或
ハ
旧
領
地
ニ
対
シ
定
規
ナ
キ
百
円

以
上
ノ
支
出
ヲ
要
シ
又
ハ
其
請
求
ヲ
受
ル
時
ハ
予
メ
之
ヲ
稟
呈
シ
且
倚
頼

人
ニ
商
議
シ
テ
後
可
否
ヲ
決
ス
ル
事

　
　
　

但
百
円
以
下
タ
リ
ト
モ
事
柄
ニ
寄
リ
商
議
ス
ル
コ
ト
モ
ア
ル
ヘ
シ

　

第
十
二
条

一　

 

毎
半
季
出
納
ノ
予
算
表
ヲ
呈
シ
決
ヲ
請
ヒ
及
其
決
算
表
ヲ
呈
ス
ル
事

　
　
　

但
予
算
決
算
表
ハ
倚
頼
人
ニ
示
シ
其
検
印
ヲ
受
ル
事

　

第
十
三
条

一　

金
銀
貸
借
諸
会
社
加
入
等
ハ
一
切
禁
ス
ル
事

　
　
　

 

但
特
別
旧
故
ア
リ
又
ハ
特
別
懇
親
ノ
人
ヨ
リ
余
義
ナ
キ
事
故
ア
リ
一
時

繰
替
等
ノ
依
頼
ヲ
受
ル
時
ハ
、
稟
呈
ヲ
経
倚
頼
人
ニ
商
議
シ
、
然
ル
後

公
債
証
書
古
金
銀
ノ
類
確
実
ナ
ル
抵
当
ヲ
預
リ
定
期
貸
渡
ス
事
モ
ア
ル

ヘ
シ

家
扶

　

令
ア
レ
ハ
扶
ヲ
置
カ
ス
、
適
宜
置
ク
コ
ト
モ
ア
ル
ヘ
シ

一　

 

掌
家
令
ニ
亜
ク
、
家
令
欠
員
又
ハ
事
故
ア
ル
時
ハ
其
事
務
ヲ
代
理
シ
傅
役

又
ハ
各
務
ヲ
兼
用
ス
ル
事

家
従

　

人
員
適
宜
之
ヲ
置
ク

一　

其
掌
ヲ
分
ツ

　
　
　

 

傅
役
（
嗣
子
・
庶
子
）・
庶
務
・
会
計
・
雑
務
・
用
度
・
蠣
殻
邸
地
支
配
・

福
井
在
務

　
　

傅
役　

人
員
ハ
家
扶
従
ニ
テ
置
ク
事

 

〔
中
略
〕

　
　

庶
務

 
〔
中
略
〕

　
　

会
計

 

〔
中
略
〕

　
　

雑
務

 

〔
中
略
〕
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用
度

 
〔
中
略
〕

　
　

蠣
殻
邸
地
支
配　

家
従
ヨ
リ
専
務
ス
ル
事

 

〔
中
略
〕

　
　

福
井
在
務　

人
員
適
宜

 

〔
中
略
〕

右
之
通
明
治
十
六
年
八
月
一
日
改
正
履
行
ス
ル
モ
ノ
也

　
　

正
二
位　

松
平
慶
永

　
　

正
四
位　

松
平
茂
昭

 

〔
後
略
〕 

【
解
説
】

　

本
史
料
の
出
典
に
あ
た
る
「
松
平
家
々
務
章
程
并
諸
規
則
録
」
は
「
松
平

家
々
務
章
程
」
と
そ
の
他
の
諸
規
則
類
か
ら
な
る
。
こ
こ
で
は
諸
規
則
類
は
省

略
し
た
。
家
務
と
は
普
通「
一
家
の
事
務
」を
指
す
た
め（『
日
本
国
語
大
辞
典
』

第
二
版
）、「
松
平
家
々
務
章
程
」
と
は
当
時
の
越
前
松
平
家
の
事
務
に
か
か
わ

る
取
り
決
め
を
記
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

本
史
料
は
明
治
十
六
年
八
月
一
日
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
越
前
松

平
家
の
事
務
を
担
っ
た
の
は
戸
主
・
家
令
・
家
扶
・
家
従
で
あ
っ
た
。
家
令
は

戸
主
を
補
佐
し
て
戸
主
の
指
示
の
も
と
に
家
の
事
務
を
総
括
す
る
も
の
と
さ

れ
、
家
扶
は
適
宜
に
置
か
れ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
家
従
は
傅
役
・
庶

務
・
会
計
・
雑
務
・
用
度
・
蠣
殻
邸
地
支
配
・
福
井
在
務
な
ど
を
分
掌
す
る
も

の
と
さ
れ
、
傳
役
あ
る
い
は
そ
の
他
の
役
割
を
場
合
に
よ
っ
て
は
家
扶
が
担
当

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
方
、
濱
町
蠣
殻
町
の
邸
宅
を
管
理
す
る
蠣
殻
邸
地
支

配
は
家
従
の
専
務
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
史
料
で
特
筆
す
べ
き
は
戸
主
の
第
一
条
と
二
条
で
あ
ろ
う
。第
一
条
の「
華

族
一
般
ノ
勅
諭
」
に
は
明
治
四
年
十
月
と
明
治
八
年
十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
下
さ
れ

た
勅
諭
と
勅
語
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
前
者
で
華
族
は
「
国
民
中

貴
重
ノ
地
位
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
天
皇
か
ら
命
じ
ら
れ
た（

２
）。
ま
た
後
者
で
華
族
は
天
皇
か
ら
明
治
七
年
六
月
に

創
立
集
会
を
開
い
た
華
族
会
館
の
活
動
に
従
事
し
て
皇
室
（
天
皇
）
に
尽
く
す

こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た（

３
）。

　

一
方
、
第
二
条
の
「
一
族
」
は
「
越
前
家
」
の
八
家
を
指
す
。
第
二
条
に
は

徳
川
宗
家
へ
の
忠
誠
と
「
一
族
」
の
和
合
、
家
政
に
つ
い
て
「
一
族
」
で
協
議

す
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
は
現
時
点
ま
で
の
調
査
で
「
松
平
家
々
務
章
程
」
に
類
す
る
も
の
と
し

て
以
下
の
三
点
を
確
認
し
て
い
る
。

　
　

① 

家
務
局
章
程（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
寄
託「
越
葵
文
庫
」所
収「
家

譜　

茂
昭
公
」
二
四
一
号
、
明
治
十
年
十
二
月
三
十
日
条（

４
））。

な
お
こ

れ
と
同
じ
も
の
が
「
表
家
務
日
誌　

明
治
九
・
十
・
十
一
年
」（
福
井
県

立
図
書
館
寄
託
「
松
平
文
庫
」、
分
類
番
号
五
八
九
、
仮
九
九
三
）
に

も
見
ら
れ
る
。

　
　

② 

松
平
家
職
務
章
程
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
寄
託
「
越
葵
文
庫
」

所
収
「
家
譜　

茂
昭
公
」
二
五
一
号
、明
治
二
十
一
年
九
月
十
五
日
条
）。

当
該
章
程
に
は
末
尾
に「
明
治
二
十
一
年
七
月
」と
あ
る
が
日
付
は
欠
く
。

　
　

③ 

松
平
侯
爵
家
々
務
章
程
（
福
井
県
立
図
書
館
寄
託
「
松
平
文
庫
」
所
収
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「
大
正
十
一
年
改
正　

松
平
侯
爵
家
々
務
章
程
・
松
平
試
農
場
規
程
」、

分
類
番
号
一
六
二
九
、
仮
一
〇
〇
六
）。

　

①
は
現
在
確
認
で
き
て
い
る
廃
藩
後
の
最
初
の
規
程
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
明

治
十
一
年
一
月
一
日
ヨ
リ
左
ノ
章
程
ヲ
履
行
シ
テ
遵
守
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
以

下
、
戸
主
・
家
令
・
家
扶
・
家
従
の
職
務
権
限
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し

【
史
料
一
】
の
第
一
条
や
二
条
に
あ
た
る
文
言
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

②
は
後
述
す
る
「
松
平
家
範
」
の
制
定
に
伴
っ
て
生
じ
た
章
程
の
齟
齬
を
は

じ
め
、
諸
々
の
状
況
を
勘
案
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
②
は
「
第

一
章
戸
主
」「
第
二
章
家
令
」「
第
三
章
家
扶
家
従
」
の
全
三
章
か
ら
な
り
、
家

従
が
家
令
の
指
揮
の
下
に
分
掌
す
る
も
の
と
し
て
庶
務
掛
・
傳
役
・
会
計
掛
・

雑
務
掛
・
用
度
掛
・
蠣
殻
町
差
配
人
・
福
井
事
務
所
勤
務
付
巣
鴨
邸
差
配
人
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

③
は
「
大
正
十
一
年
改
正　

松
平
侯
爵
家
々
務
章
程
・
松
平
試
農
場
規
程
」

と
し
て
「
松
平
試
農
場
規
程
」
と
併
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
松
平
試
農
場
と

は
明
治
二
十
六
年
五
月
か
ら
二
十
七
年
に
か
け
て
旧
福
井
城
趾
の
う
ち
五
町
二

反
八
畝
七
歩
を
開
拓
し
て
開
か
れ
た
も
の
を
指
す（

５
）。

　

そ
し
て
③
の
「
松
平
侯
爵
家
々
務
章
程
」
は
「
第
一
章
総
則
」「
第
二
章
特

別
相
談
会
」「
第
三
章
職
員
及
雇
員
」「
第
四
章
職
務
権
限
」「
第
五
章
懲
罰
」「
第

六
章
家
務
分
科
」
な
ど
の
全
十
二
章
か
ら
な
る
。
戸
主
が
侯
爵
、
家
令
・
家

扶
・
家
従
が
職
員
あ
る
い
は
雇
員
と
こ
れ
ま
で
と
呼
称
が
変
化
し
て
お
り
、
特

に
懲
罰
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
れ
ま
で
の
家
務
章
程
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
二
】　

松
平
家
範
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
寄
託
「
越
葵
文
庫
」
所

収
「
家
譜　

茂
昭
公
」
二
五
一
号
）

今
般
別
冊
之
通
リ
家
範
ヲ
固
定
シ
従
前
の

〔
マ
マ
〕家
務
章
程
ヲ
改
正
増
補
ス
、
仍
テ
此

旨
可
致
確
守
候
也

　

 

但
家
範
第
四
章
第
十
五
条
ノ
計
算
簿
記
ハ
本
年
後
半
季
七
月
ヨ
リ
右
ニ
改
正

候
事

明
治
二
十
一
年
九
月
十
五
日

　
　

松
平
家
範

　

第
一
章　

綱
領

第
一
条　

尊
王
愛
国
ノ
衷
情
ヲ
表
シ
華
族
ノ
本
分
ヲ
尽
ス
ヘ
キ
事

第
二 

条　

徳
川
宗
家
ノ
厚
恩
ヲ
永
世
毫
モ
不
忘
シ
テ
尊
敬
ス
ヘ
シ
、
一
族
ノ
和

親
ヲ
最
モ
厚
ク
ス
ヘ
キ
事

第
三 

条　

一
家
各
自
互
ニ
相
警
メ
節
倹
相
勤
和
合
以
テ
家
ヲ
斉
へ
上
聖
恩
ノ
渥

キ
ニ
酬
ヒ
下
ハ
祖
宗
ノ
祭
祀
ヲ
不
怠
能
家
範
ヲ
堅
ク
可
遵
守
事

第
四 

条　

祖
先
ヨ
リ
伝
与
ヲ
受
ケ
タ
ル
一
家
財
産
ハ
戸
主
ノ
所
有
ナ
レ
ト
モ
其

身
一
己
ノ
私
有
ニ
ア
ラ
ス
、
イ
カ
ン
ト
ナ
レ
ハ
此
資
産
ハ
子
々
孫
々
ニ
伝

与
ス
ル
カ
故
ニ
保
護
管
督
ノ
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
シ
、
此
目
的
ヲ
以
テ
節
倹

ヲ
勤
メ
申
ヘ
キ
事

第
五 
条　

家
督
相
続
人
ハ
嫡
男
ト
ス
、
若
男
子
ナ
キ
時
ハ
華
族
令
ニ
拠
ル
ヘ
キ

ハ
勿
論
、
宗
家
及
一
族
会
議
員
、
特
別
相
談
人
ノ
協
議
ヲ
以
相
続
人
ヲ
確

定
ス
ヘ
キ
事

第
六 

条　

世
襲
財
産
ハ
動
カ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
、
故
ニ
男
子
ノ
養
子
女
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旧
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主
松
平
家
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家
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一
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子
ノ
縁
組
其
他
ハ
積
立
金
又
ハ
戸
主
父
兄
自
ラ
勤
倹
貯
蓄
シ
タ
ル
資
産
ヲ

以
テ
支
弁
ス
ヘ
キ
事

　

第
二
章　

特
別
相
談
人

第
七 

条　

特
別
相
談
人
ハ
弐
人
ヨ
リ
少
ナ
カ
ラ
ス
三
人
ヨ
リ
多
カ
ラ
サ
ル
人
員

ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ

第
八 

条　

特
別
相
談
人
ハ
戸
主
之
ヲ
選
択
シ
協
議
ヲ
経
テ
倚
頼
ス
ル
モ
ノ
ト

ス
、
此
相
談
人
ハ
品
行
正
ク
着
実
練
達
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
九 

条　

重
大
ノ
事
件
ニ
シ
テ
協
議
ヲ
要
ス
ル
時
ハ
戸
主
ヨ
リ
特
別
相
談
人
、

家
令
扶
召
呼
シ
会
議
ス
ヘ
シ

第
十 

条　

重
大
ノ
事
件
ニ
シ
テ
会
議
ヲ
要
ス
ル
如
左

　
　
　

第
一
項　

第
五
条
、
第
六
条

　
　
　

第
二
項　

縁
談
及
退
隠
分
家
分
産
ニ
関
ス
ル
事
件

　
　
　

 

第
三
項　

家
令
・
家
扶
ノ
選
定
及
令
扶
ノ
給
料
増
減
改
正
、
家
従
准
此

　
　

例

　
　
　

第
四
項　

会
計
規
則
外
ノ
支
出
ヲ
要
シ
又
ハ
運
転
ノ
要
用
ア
ル
場
合

第
十 

一
条　

特
別
相
談
人
ハ
月
々
前
月
間
ノ
収
支
ヲ
査
シ
一
月
七
月
ニ
ハ
前
半

季
ノ
収
支
決
算
ヲ
検
シ
後
半
季
ノ
予
算
ヲ
議
定
ス
ヘ
シ
、
至
急
ヲ
要
ス
ル

件
ハ
臨
時
会
議
ヲ
開
ク
ヘ
シ

　

第
三
章　

家
令
扶
従
ノ
事

第
十 

二
条　

家
令
・
家
扶
ハ
戸
主
コ
レ
ヲ
選
ミ
特
別
相
談
人
ノ
協
議
ヲ
経
テ
採

用
ス
ヘ
シ
、
家
従
ハ
家
令
扶
之
ヲ
選
ミ
戸
主
ノ
指
揮
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
十
三
条　

家
令
扶
従
ノ
役
員
如
左

　
　
　

家
令
一
人

　
　
　

家
扶
一
人　

令
ア
レ
ハ
都
合
ニ
ヨ
リ
置
カ
ス

　
　
　

家
従

第
十 

四
条　

戸
主
并
家
令
扶
従
ノ
権
限
職
ハ
別
ニ
章
程
ヲ
以
テ
定
ム

　

第
四
章　

家
産
并
会
計
ノ
事

第
十
五
条　

家
産
ノ
種
類
ヲ
頒
テ
六
種
ト
ス

　
　
　

第
一
種　

世
襲
財
産

　
　
　

第
二
種　

伝
来
重
器

　
　
　

第
三
種　

地
処
家
屋

　
　
　

第
四
種　

積
立
金

　
　
　

第
五
種　

準
備
金

　
　
　

第
六
種　

年
額
金

　
　
　
　

但
各
詳
明
目
録
及
計
算
簿
記
ヲ
具
ス
ル
事

　
　
　

外
ニ
別
儲
預
リ
金

　
　
　
　

明
細
簿
記
ヲ
具
ス
ル
事

　
〔
中
略
〕

第
十
七
条　

金
銭
貸
借
及
他
ノ
保
証
等
ハ
厳
ニ
之
レ
ヲ
禁
ス

　
　
　
　

但
非
常
貸
借
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
特
別
相
談
人
協
議
ノ
上
処
分
ス
ヘ
シ

右
家
範
ノ
条
々
永
世
子
々
孫
々
可
致
確
守
者
也

　

明
治
廿
一
年
九
月
十
五
日　

従
一
位
勲
二
等
源
慶
永　

御
印

右
家
範
ノ
条
々
逐
一
拝
諾
誓
テ
確
守
可
仕
候
、
仍
テ
記
名
捺
印
致
シ
候
也

　

明
治
廿
一
年
九
月
十
五
日　

松
平
茂
昭　

御
印
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
三
巻
一
号

【
解
説
】

　
『
越
前
松
平
家
家
譜
慶
永
５
』（
福
井
県
文
書
館
、
二
〇
一
一
年
）
の
明
治
九

年
九
月
十
五
日
条
に
よ
る
と
「
松
平
家
範
」
は
旧
臣
の
村
田
氏
寿
が
起
草
し
て

慶
永
が
添
削
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

　

家
範
（
あ
る
い
は
家
憲
）
と
は
家
訓
と
ほ
ぼ
同
義
で
家
族
や
子
孫
の
遵
守
す

べ
き
お
き
て
、あ
る
い
は
一
家
の
お
き
て
を
指
す
。「
松
平
家
範
」は「
綱
領
」「
特

別
相
談
人
」「
家
令
扶
従
ノ
事
」「
家
産
并
会
計
ノ
事
」
の
全
四
章
十
七
条
か
ら

な
り
、
戸
主
や
家
令
・
家
扶
・
家
従
の
具
体
的
な
職
務
権
限
に
つ
い
て
は
前
述

し
た
【
史
料
一
】
の
②
「
松
平
家
職
務
章
程
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
史
料
で
も
ま
ず
目
を
引
く
の
は
第
一
条
と
二
条
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
も

と
【
史
料
一
】
の
「
松
平
家
々
務
章
程
」
の
第
一
条
と
二
条
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
も
の
が
、
越
前
松
平
家
の
最
上
位
の
法
と
し
て
「
松
平
家
範
」
が
制
定
さ
れ

た
た
め
、
こ
れ
ら
は
そ
こ
に
移
し
、
そ
れ
以
外
の
細
則
を
「
松
平
家
職
務
章
程
」

と
し
て
規
定
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
家
範
で
特
筆
す
べ
き
は
こ
れ
が
実
際
に
は
慶
永
か
ら
茂
昭
へ
と

下
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
慶
永
が
「
従
一
位
勲
二
等
源
慶
永
」
と

記
名
し
て
い
る
の
に
対
し
て
茂
昭
に
は「
侯
爵
」の
肩
書
き
は
見
え
ず
、単
に「
松

平
茂
昭
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
両
者
の
上
下
関
係
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
当

時
越
前
松
平
家
の
戸
主
は
あ
く
ま
で
茂
昭
で
あ
り
慶
永
は
隠
居
に
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
形
で
上
下
関
係
が
明
白
な
家
範
が
制
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
同
家
の
性
格
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
家
範
か
ら
慶
永
が
戸
主
で
あ
る
茂
昭
、
さ
ら
に
は
茂
昭
に
続
く
で
あ
ろ

う
以
降
の
戸
主
た
ち
と
は
異
質
の
、
彼
ら
よ
り
も
上
位
の
権
威
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
越
前
松
平
家
に
お
い
て
慶
永
の
権
威

が
相
当
に
強
か
っ
た
こ
と
を
こ
の
家
範
は
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　

筆
者
の
現
時
点
で
の
調
査
で
は
、
皇
室
へ
の
忠
勤
と
徳
川
宗
家
へ
の
忠
誠
と

い
う
「
松
平
家
範
」
の
注
目
点
の
う
ち
、前
者
は
多
く
の
家
範
に
見
ら
れ
る
が
、

後
者
に
つ
い
て
は
明
治
四
十
三
年
十
一
月
制
定
の
徳
川
慶
喜
家
の
家
範
の
第
二

条
に
「
宗
家
ヲ
敬
ヒ
」
と
あ
る
以
外
は
確
認
で
き
な
い（

６
）。
そ
の
こ
と
は
後
述
す

る
「
越
前
家
」
の
一
つ
で
あ
る
旧
上
野
前
橋
藩
主
松
平
家
（
以
下
、
前
橋
松
平

家
と
記
す
）
が
明
治
二
十
九
年
六
月
に
制
定
し
た
家
範
も
同
様
で
、
同
家
の
家

範
に
は
徳
川
家
へ
の
忠
誠
を
謳
っ
た
文
言
は
見
当
た
ら
な
い（

７
）。

　

ま
た
家
内
部
に
存
在
す
る
、
戸
主
で
は
な
い
権
威
者
が
家
範
を
下
す
と
い
う

体
裁
が
確
認
で
き
る
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
「
松
平
家
範
」
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ

ま
で
確
認
し
た
家
範
の
多
く
は
戸
主
が
子
孫
に
向
け
て
伝
え
る
と
い
う
体
裁
を

取
っ
て
い
る
。

　

た
だ
「
松
平
家
範
」
と
同
時
期
に
制
定
さ
れ
た
旧
伊
予
宇
和
島
藩
主
伊
達
家

の
「
伊
達
家
範（

８
）」

は
そ
う
し
た
体
裁
と
は
異
な
る
。
明
治
二
十
年
（
日
付
は
不

詳
）
に
制
定
さ
れ
た
こ
の
家
範
に
は
伊
達
宗
紀
・
宗
城
・
宗
徳
・
宗
陳
の
四
名

四
代
が
署
名
し
て
い
る
が
、
当
時
の
当
主
宗
徳
が
実
父
の
宗
紀
や
養
父
で
先
代

の
宗
城
、
実
子
で
次
代
の
宗
陳
に
そ
れ
を
下
す
、
あ
る
い
は
子
孫
に
そ
れ
を
伝

え
る
と
い
っ
た
体
裁
は
見
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
慶
永
と
同
様
に
国
家
へ
の
大
き
な
勲
功
を
有
す
る
宗
城
が
自
ら
家
範
を

制
定
し
て
宗
紀
・
宗
徳
・
宗
陳
や
子
孫
に
こ
れ
を
下
す
と
い
う
形
で
も
な
い
。「
伊

達
家
範
」
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
宗
紀
を
筆
頭
に
宗
城
・
宗
徳
・
宗
陳
の
四
名

四
代
の
合
意
に
よ
っ
て
こ
の
家
範
が
定
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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家
と
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同
じ
家
範
（
家
憲
）
で
な
ぜ
こ
う
し
た
違
い
が
生
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

森
岡
清
美
氏
は
家
範
制
定
の
契
機
を
「
急
迫
し
た
、
あ
る
い
は
慢
性
的
な
危
機

で
あ
り
、
危
機
の
意
識
化
で
あ
っ
た（
９
）」
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
危
機
の
捉

え
方
は
各
家
で
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
相
違
が
家
範
に
反
映
さ
れ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
松
平
家
範
」
制
定
の
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
越
前
松
平
家
を
解
明
す
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

二　

旧
越
前
福
井
藩
主
松
平
家
の
「
一
族
」

【
史
料
三
】　

一
族
条
約
（
前
橋
市
立
図
書
館
所
蔵
「
松
平
家
記
録
」
所
収
「
日

帳　

明
治
九
年
」、
請
求
記
号
Ｓ
〇
一
〇
／
松
平
／
三
七
五
）

一
族
条
約

諭
旨
ニ
曰
ク
一
族
相
親
ミ
互
ニ
救
助
シ
祖
先
ノ
余
烈
ヲ
墜
ス
勿
レ
ト
、
是
ヲ
以

テ
我
一
族
弥
交
誼
ヲ
懇
篤
ニ
シ
協
同
連
結
以
テ
家
慶
ヲ
保
存
セ
ン
コ
ト
ヲ
図

リ
、
相
與
ニ
議
定
ス
ル
条
約
左
ニ
序
列
ス

〔
第
一
条
〕

　

  

一
族
協
和
、
皇
室
ヲ
翼
戴
シ
、
勅
諭
ヲ
永
遠
ニ
服
膺
ス
ヘ
シ

第
二
条　

　

 

家
道
ヲ
整
ヘ
履
行
ヲ
正
ク
シ
徳
義
ヲ
重
シ
学
術
ヲ
研
キ
以
テ
永
ク
名
声
ヲ
保

ツ
ヘ
シ

第
三
条

　

 

家
督
・
隠
居
・
結
婚
・
離
縁
・
養
子
・
廃
嫡
等
一
家
ノ
重
事
ハ
必
ス
一
族
協

議
ヲ
遂
ケ
挙
行
ス
ヘ
シ

第
四
条

　

我
一
族
先
祖
ノ
祭
祀
及
春
秋
二
回
一
族
必
ス
集
会
ス
ヘ
シ

第
五
条

　

 

家
督
相
続
ス
ル
者
ナ
ク
養
子
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
之
ヲ
一
族
又
ハ
血
縁
ニ
求

ヘ
シ

第
六
条

　

 

戸
主
未
丁
年
ニ
ハ
後
見
人
、
痼
疾
・
不
能
力
者
ニ
ハ
相
談
人
、
一
族
協
議
シ

テ
之
ヲ
定
メ
或
ハ
後
見
人
ノ
監
察
ヲ
置
ク
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
七
条

　

 

名
誉
ヲ
毀
損
シ
或
家
事
不
整
ヲ
見
聞
ス
ル
ト
キ
ハ
一
族
協
議
匡
救
扶
持
ス
ヘ
シ

第
八
条

　

 

居
常
節
倹
ヲ
守
リ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
事
故
ア
リ
テ
歳
入
ノ
半
ニ
踰
ユ
ル
金
額
ヲ

借
用
シ
或
ハ
他
家
負
債
ノ
証
人
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
必
ス
一
族
ノ
協
議
ヲ

経
テ
挙
行
ス
ヘ
シ
、
若
シ
之
ニ
反
シ
一
族
ノ
経
サ
ル
者
ハ
一
族
ニ
於
テ
関
係

ナ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
九
条

　

一
族
中
長
ヲ
置
キ
条
約
ヲ
執
行
シ
或
ハ
幹
事
ヲ
選
ミ
事
務
ヲ
賛
理
ス

第
十
条

　

祖
宗
遺
伝
貴
重
ノ
什
器
ハ
之
ヲ
保
存
シ
典
買
貸
与
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
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六
十
三
巻
一
号

第
十
一
条

　

 
此
条
約
ヲ
改
定
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
再
議
シ
テ
之
ヲ
修
正
シ
若
ク
ハ
付
録
ヲ

作
リ
変
通
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
二
位
松
平
慶
永
〔
越
前
福
井
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
四
位
松
平
確
堂
〔
美
作
津
山
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
四
位
松
平
茂
昭
〔
越
前
福
井
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
松
平
慶
憲
〔
播
磨
明
石
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
松
平
定
安
〔
出
雲
松
江
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
松
平
直
克
〔
上
野
前
橋
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
松
平
康
倫
〔
美
作
津
山
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
松
平
直
致
〔
播
磨
明
石
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位
松
平
直
春
〔
越
後
糸
魚
川
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位
松
平
直
巳
〔
出
雲
広
瀬
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位
松
平
直
哉
〔
出
雲
母
里
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位
松
平
直
静
〔
越
後
糸
魚
川
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位
松
平
直
応
〔
出
雲
松
江
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位
松
平
直
方
〔
上
野
前
橋
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
篤
郎
〔
出
雲
広
瀬
〕

【
解
説
】

　

本
史
料
は
前
橋
松
平
家
に
伝
わ
っ
た
「
日
帳　

明
治
九
年
」
の
十
一
月

二
十
四
日
条
に
記
載
の
も
の
で
あ
る
。
群
馬
県
立
文
書
館
に
は
「
前
橋
藩
松
平

家
記
録　

御
日
帳
（
松
平
直
方
御
家
扶
日
記
）」
と
題
さ
れ
た
当
該
史
料
の
複

写
物
が
あ
る
が
、
今
回
は
特
に
原
本
か
ら
翻
刻
し
た
。
名
前
が
見
え
る
の
は
そ

れ
ぞ
れ
「
越
前
家
」
八
家
に
属
す
る
華
族
で
、
こ
の
八
家
は
右
大
臣
岩
倉
具
視

の
主
導
に
よ
る
「
部
長
局
―
宗
族
制
」
の
も
と
で
明
治
十
七
年
ま
で
宗
族
（
類

と
も
い
う
）
と
い
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
公
定
さ
れ
て
い
た
。

　

当
時
華
族
は
宗
族
を
単
位
に
祖
先
を
同
じ
く
す
る
と
さ
れ
た
華
族
で
ま
と
め

ら
れ
て
い
た
。
時
期
に
よ
っ
て
若
干
異
な
る
が
明
治
十
一
年
の
段
階
で
七
六
の

宗
族
（
類
）
が
あ
り
、「
越
前
家
」
の
八
家
は
以
下
の
よ
う
に
徳
川
家
康
男
の

結
城
秀
康
（
一
五
七
四
―
一
六
〇
七
）
を
祖
と
す
る
家
の
集
ま
り
と
し
て
把
握
さ

れ
て
い
た）

（（
（

。

　

第
二
十
六
類

　
　
　

皇
別　

源
朝
臣

　
　

 

清
和
源
氏
皇
子
常
陸
大
守
貞
純
親
王
子
鎮
守
府
将
軍
経
基
八
代
義
季
十
六

代
太
政
大
臣
徳
川
家
康
男
権
中
納
言
秀
康
裔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
四
位　

松
平
茂
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位　

松
平
定
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位　

松
平
直
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位　

松
平
直
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位　

松
平
直
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位　

松
平
直
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位　

松
平
明
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
篤
郎

　

岩
倉
の
「
部
長
局
―
宗
族
制
」
の
も
と
で
は
こ
の
集
ま
り
は
「
第
二
十
六
類
」

で
あ
る
。
し
か
し
実
体
は
「
越
前
家
」
の
八
家
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
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久
保　

旧
越
前
福
井
藩
主
松
平
家
の
家
と
「
一
族
」

ら
岩
倉
の
「
部
長
局
―
宗
族
制
」
で
は
従
来
の
「
一
族
」
や
「
一
門
」
が
制
度

化
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る）

（（
（

。

　

各
宗
族
に
は
長
と
し
て
宗
族
長
が
、
そ
の
補
佐
と
し
て
幹
事
が
そ
れ
ぞ
れ
置

か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
宗
族
で
は
宗
族
長
に
慶
永
が
就
任
し
幹
事
を
旧
美
作
津

山
藩
主
松
平
家
（
以
下
、
津
山
松
平
家
と
記
す
）
の
確
堂
（
斉
民
）
が
長
ら
く

務
め
て
い
た
。
ま
た
宗
族
で
は
「
宗
族
条
約
」
と
い
う
形
で
宗
族
の
取
り
決
め

が
結
ば
れ
た
が
、
本
史
料
が
そ
の
「
第
二
十
六
類
」
の
「
宗
族
条
約
」
に
当
た

る
。
こ
れ
は
慶
永
や
茂
昭
の
家
譜
あ
る
い
は
慶
永
の
日
記
で
あ
る
「
礫
川
文
藻
」

な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
そ

れ
ら
に
は
記
載
が
な
く
、
筆
者
も
群
馬
県
立
文
書
館
の
調
査
に
よ
っ
て
初
め
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

内
容
は
そ
の
他
の
「
宗
族
条
約
」
と
大
同
小
異
で
、「
一
族
」
の
協
和
や
皇

室
の
翼
戴
、
勅
諭
の
服
膺
な
ど
の
文
言
の
他
、
一
家
の
重
事
は
「
一
族
」
の
協

議
に
よ
る
こ
と
、先
祖
の
祭
祀
を
「
一
族
」
で
執
り
行
う
こ
と
、後
見
人
は
「
一

族
」
の
協
議
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
な
ど
は
他
の
「
宗
族
条
約
」
に
も
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

　

慶
永
を
中
心
と
す
る
こ
の
宗
族
の
実
態
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
明
ら
か
に

し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
こ
こ
で
は
触
れ
な
い）

（（
（

。
た
だ
そ
の
際
に
必
ず
し
も
十
分

に
言
及
で
き
な
か
っ
た
「
越
前
家
」（「
第
二
十
六
類
」）
各
家
の
家
令
・
家
扶

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
お
く
と
、
例
え
ば
【
史
料
三
】
の
「
一
族

条
約
」
の
制
定
に
あ
た
っ
て
、
明
治
九
年
十
月
十
九
日
に
旧
出
雲
広
瀬
藩
主
松

平
家
の
松
平
篤
郎
に
対
し
て
「
御
一
族
并
御
令
扶
御
集
議
之
上
、
御
一
族
御
条

約
ヶ
条
御
決
議
相
成
候
事
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
宗
族
条
約
」
の
制
定
に

家
令
や
家
扶
が
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
年
十
二
月
二
十
日
に
津

山
松
平
家
の
松
平
康
倫
邸
に
お
い
て
「
御
一
族
御
令
扶
」
の
集
会
が
あ
り
、
第

十
五
国
立
銀
行
の
設
立
に
あ
た
っ
て
禄
券
を
会
館
ヘ
差
し
出
す
こ
と
の
問
題
点

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
翌
日
に
特
に
問
題
が
な
い
こ
と
が
「
御
一
族

御
令
扶
集
会
」
で
決
定
し
て
い
る）

（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
事
実
は
「
越
前
家
」（「
第
二
十
六
類
」）
各
家
の
当
主
な
ど
華
族

た
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
家
令
や
家
扶
の
合
議
に
よ
っ
て
宗
族
と
し
て
の
決
定

が
下
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

越
前
松
平
家
の
決
定
に
該
家
の
家
令
や
家
扶
が
か
か
わ
っ
て
い
た
と
し
て
も

何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
越
前
松
平
家
を
外
部
か
ら
規
制
す
る
宗
族

（「
越
前
家
」）
の
決
定
に
、
例
え
ば
前
橋
松
平
家
の
家
令
や
家
扶
な
ど
そ
の
他

の
家
の
家
令
や
家
扶
が
か
か
わ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
一
考
す
る
価
値
は
十
分

に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
「
越
前
家
」
に
基
づ
く
宗
族
（「
第
二
十
六
類
」）
で
の
家
令
や
家

扶
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
は
、
家
範
の
問
題
と
並
ん
で
当
時
の
越
前
松
平
家

の
実
態
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
も
今
後
の
課
題
と
し
て
付
記
し

て
お
き
た
い
。

　
　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
小
論
で
は
越
前
松
平
家
の
家
と
「
一
族
」
に
か
か
わ
る
史
料
三
点
を

紹
介
し
た
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
史
料
か
ら
越
前
松
平
家
の
特
徴
に
つ
い
て
改

め
て
言
及
し
て
お
く
と
、
ま
ず
「
松
平
家
範
」
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
こ
の
家
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が
皇
室
へ
の
忠
勤
と
と
も
に
徳
川
家
へ
の
忠
誠
を
も
重
視
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
徳
川
慶
喜
家
の
家
範
を
除
き
後
者
に
つ
い
て
明
記
し
た
家
範
は
現
在
の
と

こ
ろ
「
松
平
家
範
」
に
限
ら
れ
る
。

　

ま
た
慶
永
の
権
威
が
す
こ
ぶ
る
高
い
こ
と
も
こ
の
家
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。
戸
主
で
は
な
い
者
が
そ
れ
以
上
の
権
威
を
帯
び
、
戸
主
や
子
孫
に
対
し

て
家
範
を
下
す
と
い
う
こ
と
が
他
家
で
も
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に

つ
い
て
も
さ
ら
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
越
前
松
平
家
が
強
い
結
束
が
見
ら
れ
た
「
越
前
家
」
の
一
員
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
筆
者
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
が
、
今
回
、
こ
れ
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
宗
族
（「
第

二
十
六
類
」）
の
「
宗
族
条
約
」（
こ
の
宗
族
で
は
「
一
族
条
約
」
と
呼
称
）
を

取
り
上
げ
た
。
そ
の
実
体
は
「
越
前
家
」
で
あ
る
こ
の
宗
族
と
同
じ
よ
う
に
結

束
を
固
め
て
い
た
宗
族
が
他
に
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
今
回

取
り
あ
げ
た
史
料
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
な
家
令
や
家
扶
の
か
か
わ
り
方
は

他
に
類
例
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
点
は
当
時
の
越
前
松
平
家
は
も
ち
ろ
ん
、
華
族
全
体
を
明
ら
か
に

す
る
上
で
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
追
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註（
１
） 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
華
族
家
記　

松
平
茂
昭
」
三
〇
。

（
２
） 

宮
内
庁
編『
明
治
天
皇
紀
』第
二（
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
九
年
）五
六
五
～
五
六
六
頁
。

（
３
） 

宮
内
庁
編『
明
治
天
皇
紀
』第
三（
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
九
年
）五
〇
七
～
五
〇
八
頁
。

（
４
） 

越
前
松
平
家
の
「
家
譜
」
に
つ
い
て
は
長
野
栄
俊
「
越
前
松
平
家
の
家
史
編
纂
に
つ

い
て
―
『
家
譜
』『
世
譜
』
の
史
料
解
題
―
」（『
越
前
松
平
家
家
譜
慶
永
５
』、
福
井
県

文
書
館
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
５
） 「
松
平
試
農
場
記
録
」（
福
井
県
立
図
書
館
寄
託
「
松
平
文
庫
」、
分
類
番
号

一
六
三
八
、
仮
一
〇
一
五
）。

（
６
） 「
第
三
二
号　

公
爵
徳
川
家
々
範　

認
許
出
願
人
徳
川
慶
喜
」（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内

公
文
書
館
所
蔵
、
識
別
番
号
三
一
八
五
四
）。

（
７
） 「
家
範
」（「
八
木
健
次
家
文
書
」
写
真
版
、
群
馬
県
立
文
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号
Ｐ

〇
九
七
〇
二
―
一
三
八
四
）。

（
８
） 「
家
範
」（
公
益
財
団
法
人
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
所
蔵
、
請
求
番
号
戌
一
三
―

〇
一
九
―
〇
四
）。

（
９
） 

森
岡
清
美
『
華
族
社
会
の
「
家
」
戦
略
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
一
年
）
二
〇
五
頁
。

（
10
） 「
華
族
類
別
録
」（
霞
会
館
編
『
華
族
会
館
史
』、
鹿
島
研
究
所
出
版
、
一
九
六
六
年
）。

（
11
） 「
部
長
局
―
宗
族
」
が
必
ず
し
も
従
来
の
「
一
族
」
や
「
一
門
」
を
踏
襲
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
こ
と
は
拙
著
『
明
治
国
家
形
成
と
華
族
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）

第
四
章
参
照
。

（
12
） 

同
右
。

（
13
） 「
御
一
族
一
件
留
」（
福
井
県
立
図
書
館
寄
託
「
松
平
文
庫
」、
分
類
番
号
五
九
六
、
仮

七
二
八
）。

謝
辞　

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
印
牧
信
明
氏
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博

物
館
）
と
長
野
栄
俊
氏
（
福
井
県
立
図
書
館
）
に
史
料
の
閲
覧
な
ど
で
た
い
へ

ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。


